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令和７年度事業報告 
 

令和８年３月３１日 
 

                                                                社会福祉法人  教泉会 
 
１．はじめに 

  

 令和７年度を振り返ってみれば、引き続き物価の騰の状況にある中で、中東情勢の悪化がそれに拍車

をかけている。年度を通して取引業者より値上げの通知が来る状況も続いている。 

 食材費の仕入れ値も高騰を続け、副食費の値上げをしたにも関わらず食材費の高騰が止まらない状況

にあるが、県の補助が今年度もあり、給食費の値上げに慎重にならざるを得ない。 

また、人件費に関しては今年度も処遇改善に加え、人事院勧告もあり賃金改善の傾向は続いている

が、社会情勢の不安定さから大幅な賃金アップには慎重にならざるを得ない。 

  

 一方、出生数であるがついに 70 万人を割ることとなり、国の様々な取組がなされているにも関わら

ず効果が表れてこない。ただ、岐阜市に於いては未満児の就園希望者は依然としてキープしており、3

歳未満児を受け入れる体制次第では児童数の減少をある程度吸収できる状況にある。 

 職員給与の改善、働き方改革等を進めながら、様々なアプローチをするなかで職員確保をすることが

一定数の児童数を維持することに繋がっている。 

 

２．黒野こども園運営状況 

令和７年度については、昨年ほどではないが比較的児童数が年間を通して高い水準を維持した事もあ

り、収入面にも貢献している。今年度処遇改善に加え 5.3％の人事院勧告も実施された。精算額の提示

が３月に入ってからであったため、一時金での支払を抑えた事もあり、次年度での支給が必要になると

考えている。 

先にも述べたように物価の高騰は、あらゆる商品、サービスに影響を与えており、価格上昇となって

表れている。 

特に世界情勢が不安定な状況にあることから、この状況が続くことを懸念している。 

人材確保については、依然厳しい状況にあり、特に新卒者の確保に苦慮している。 

今後、養成校の減少がこの状況に更に拍車をかける傾向がみられることから、養成校へ出向く等必要

な対応を講じていきたい。 

保育内容については、引き続き子どもの将来を見据え、「乳幼児期に育つべき力とは何か」を基本と

して、それぞれの年齢に応じて、「ほっこり」「わくわく」「じっくり」「わいわい」という教育・保

育の４つの窓を軸とする環境創りを行い、子どもたちが主体的に共振・共鳴・共創できる遊び（学び）

の環境を構成してきた。 

３歳未満児は育児担当制を行うことで子ども達に安心感を与え、生活習慣にも好影響を及ぼしてい

る。自発的に遊べる環境が、主体性を育て身体機能の発達にも貢献している。日常の活動から垣間見る

子どもの姿に接しながら日々職員間のコミュニケーションを図り保育の充実に努めてきた。 

保育者主導の保育ではなく、子どもが主体的に人と関わる力、好奇心、忍耐力をはじめとする乳幼児

に育って欲しい姿をめざしてきた。 

また、幼保小の連携についても、学校側の受けいれる姿勢がかなり変ってきていることから、今後の

連携会議等期待したいところである。 

 

最近の園児の姿 

 ・一つの体験が継続的な遊び・学習へ展開する姿がみられる。 

・排泄、睡眠等一人一人の生活のリズムが生まれ、指示されることなく行動することができる。 



 

 

 ・遊びの持続性が認められ、自らの目的を達成しようとチャレンジする姿がみられる 

 ・活動の中で、自分の気持ちを抑制しながら、自分の役割を明確にする姿がみられる。 

 ・年齢と共に、ひとり一人が自分の行動に見通しを持ち行動する姿がみられる 

 

   

こども園という信頼できる大人との環境の中で、愛され、安心して生活できる保育が自己肯定感を高

め、主体的な活動に繋がっている。子ども達が更に自己の能力が発揮できるよう引続き援助していきた

と考えている。 

 つぎに、職員の労働環境であるが、処遇改善の一環として週休２日制が定着できた。土曜日の担当者

は翌週に休みを取る勤務態勢が確立された。 

 今後は、土曜日の利用希望が出ているにも関わらず、欠席する児童もみられることから、そのあたり

を徹底することにより土曜日の出勤率低下につなげていきたい。 

給与の改善については、6.0％の賃金改善に加え 5.3％の人事院勧告がなされ、一部一時金として支給

した。支給額確定が遅れたため、一部は次年度での支給となる。 

 

３．黒野こども園運営実績 

 

１．保育園の概要 

  (1)園 名 社会福祉法人教泉会 黒野こども園 

  (2)所在地 岐阜市古市場 111番地 28 

  (3)定 員 375名 

２．令和 7年度入園状況 

 令和 7年度は、しばらくぶりに 360人台後半のスタートとなった。年度途中 0歳児受入状況続き、定

員を上回る月も 7か月あった。 

 

令和 7年児童数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全体

月 短時間 標準 計 短時間 標準 計 短時間 標準 計 満３ 1号 短時間 標準 計 1号 短時間 標準 計 1号 短時間 標準 計
４月 5 5 10 14 28 42 15 55 70 0 7 20 47 74 4 20 54 78 5 17 63 85
５月 6 6 12 15 27 42 15 57 72 0 6 20 48 74 5 20 55 80 5 16 64 85
６月 3 11 14 14 28 42 15 57 72 0 6 19 49 74 5 20 55 80 5 16 64 85
７月 4 11 15 13 29 42 15 57 72 0 6 20 48 74 5 21 56 82 5 16 64 85
８月 6 11 17 13 29 42 14 57 71 1 7 19 47 74 6 20 56 82 5 16 64 85
９月 5 16 21 13 29 42 14 56 70 1 7 17 49 74 6 19 56 81 5 16 63 84
１０月 5 16 21 12 29 41 15 56 71 1 6 18 49 74 5 18 57 80 4 16 63 83
１１月 5 16 21 11 30 41 14 54 68 4 7 17 50 78 5 17 58 80 6 16 62 84
１２月 5 16 21 11 30 41 15 52 67 4 7 17 50 78 5 17 58 80 6 16 61 83
１月 5 16 21 11 30 41 15 53 68 4 7 17 50 78 7 18 57 82 6 16 62 84
２月 5 16 21 11 30 41 15 53 68 4 7 17 50 78 7 18 57 82 6 16 62 84
３月 5 16 21 10 30 40 14 54 68 4 7 15 51 77 6 18 57 81 6 15 62 83
合計 59 156 215 148 349 497 176 661 837 23 80 216 588 907 66 226 676 968 64 192 754 1010

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児０歳児



 

 

保育区分別児童数 

 

 

 

３．理念・保育目標達成に向けての取組 

『子どもたちは未来を担う宝物である』 

 子どもたちの健全な心身の発達を図りつつ、生涯にわたる人格形成の基礎を培うために、今あらため

て「遊びの環境」を充実させ、「遊び込む力」＝「学ぶ力」を育んでいくとの考えのもと、自然・物・

人・社会といった様々な環境と共振（共に身体を動かす）したり、共鳴（共に心を動かす）したり、共

創（共に脳を動かす）したりできる子どもを「プレイフルキッズ」と呼び、全身全霊で環境に関わって

「あそび込める子ども」の育成を引き続きめざしてきた。 
 そこで、「ほっこり」「わくわく」「じっくり」「わいわい」という教育・保育の４つの窓を軸とす

る環境創りを行い、子どもたちが主体的に共振・共鳴・共創できる遊び（学び）の環境を充実させるよ

う子どもへの関わりを持つよう取り組んできた。 
 「あそび込む」ことで集中する力、忍耐力、思考力、協同性など様々な力が身についてきている。 
 また、子育て支援センター「ゆずりは」を核に、保護者が育児に夢や希望を抱き、育児の中で子ども

と共振・共鳴・共創できることを「プレイフル育児」と呼び、地域における世代間交流や地域の関係機

関との連携を図りながら、保護者として成長していくためのサポートを行ってきた。そのきっかけとし

て「くろの親子マルシェ」を開催したことが子育て支援センター利用率の向上に貢献している。 
  そこで、学校教育法・児童福祉法の理念を基本としながら、入園する乳幼児の教育・福祉を積極的に

増進することを目的とし、また、こども園での生活が生涯にわたる人間形成の基礎を培う上で、きわめ

て重要な場であることに鑑み、家庭や地域社会との連携を密にしながら、家庭養育の補完を行ない、子

どもが健康、安全で情緒の安定した生活ができる環境を構成し、自己を十分に発揮して主体的に活動し

つつ、健全な心身の発達を図っていく。そのために、養護と教育が一体となる保育を目標とし、下記の

保育目標を掲げ保育を行ってきた。これに基づいて新たな教育・保育課程の作成を行ってきた。特に近

年の青少年を取り巻く問題が、社会不安の要因と成っている。このことが乳幼児期の関わりに起因して

いることが問題視されている。園においても、子どもにしっかりと向き合うことを確認してきた。 
 また、年長児については、小学校との連携を積極的に図ることを目的として、黒野こども園版アプロ

ーチプログラムを作成改定し、近隣小学校へ配布すると共に、懇談の機会を設けている。 
 (a) 自己肯定感を培う（大人の愛情を注ぐ 安心・安定した環境のもとで） 
  (b) 丈夫なからだを培う（遊びの中での運動、毎日体操を中心に 発達を促す保育環境整備） 
  (c) 基本的生活習慣、態度を養う（担当制による丁寧な関わり 一人一人丁寧な関わりのもとで） 
  (d) 人とかかわりをもつ力を育成する（自己肯定感育成、遊びの中での活発な関わり） 
  (e) 身近な環境に意欲的にかかわる力を育成する（自然、生活環境等） 
  (f) 日常生活に必要な豊かで正しい言葉を身につける（保育教諭との関わり、家庭支援を通して） 

16 221 122 359
16 223 126 365
16 223 128 367
16 225 129 370
19 222 130 371
19 220 133 372
16 221 133 370
22 220 130 372
22 219 129 370
24 220 130 374
24 220 130 374
23 218 129 370

233 2652 1549 4434

１号 ２号 ３号 合計



 

 

  (e) 自分が感じたことを豊かに表現する力を育成する（経験、体験、感性） 

４．保育の内容 
  (a)  個々の子どもの置かれている環境状況を把握しながら、子どもを温かく適切な関わりを行な

い、安定した気持で生活をしながら、人への信頼感を培っていくことを心がけた。 
   (b)  子どもの発達課題を考慮に入れながら、一人一人の特性に応じ保育にあたった。 
   (c)  子どもの一人一人の生活のリズムを大切にし、自己の活動を重視しながら、生活の流れを、安

定し、かつ調和の取れたものにすることに配慮した。 
   (d)  子どもが自発的、意欲的にかかわるような環境の構成と、そこにおける子どもの主体的な活動

を大切にし、乳幼児期にふさわしい体験が得られるよう総合的な保育を行なうことに心がけた。 
   (e)  個々の子どもの活動を大切にしながら、子ども相互の集団活動をとおしての育ちが保障される

よう援助することを配慮した。 
５．保育の環境 
 (a)  施設、屋外遊戯場は、子どもの活動が豊かに展開されるためにふさわしい広さをもち、遊具・

用具・その他の素材などを整え、それらを十分に活用できるように配慮した。屋外遊具を活用し、

運動機能、バランス感覚の向上に寄与する事を目指した。 
 (b)  施設は、採光・換気・保温・清潔など環境保健の向上に努め、特に、２階の危険の防止と災害

時における安全の確保について配慮した。また、感染症対策として換気を十分に行うと共に、オ

ゾン消毒機器を追加し、屋内、保育材料の消毒など更に衛生管理を徹底した。 
 (c)  保育室は、子どもにとって、家庭的な親しみとくつろぎの場となるとともに、生き生きと活動

できる場となるように生活感に結びつくコーナー遊びの空間を確保する等配慮した。 
 (d)  自然事象や社会事象への関心が高められるように、それらを取り入れた環境をつくるように配

慮すると共に園外学習に力を注いだ。 
６．保育計画、振り返りについて 
  幼保連携型認定こども園教育･保育要領に従い、教育・保育の計画は、入園している子ども及び、家

庭、地域の実態を考慮しつつ、また、保育の目標とそれを具体化した年齢ごとのねらいと内容で構成す

ること。さらに、その保育計画に基づき、保育を展開するための具体的な計画として、月の指導計画を

作成すること。また、その作成された保育の計画を踏まえ、保育が適切に進められているかどうかを把

握し、次の保育の資料とするため、写真による記録と共に保育日誌により保育の経過や結果を記録し、

自己の保育を評価・反省することで、振り返りミーティングに努めることに力点をおいた。 
 また、学年ごとに Instagram にて子どもの様子を保護者がみられるよう配信することが安心感にも繋

がる結果となっている。 

 

７．児童の検診等実施状況 

        ・内科検診    1 回目 5 月 29 日・6 月 11 日 2 回目 2 月 10 日・12 日 

               人件費支出 226,800 円 

      ・歯科検診        5 月 29 日,6 月 4 日 

               人件費支出 158,400 円 

      ・耳鼻科検診      6 月 5 日、6 月 12 日 

               人件費支出 172,800 円 

      ・眼科検診        5 月 15 日、5 月 23 日 

               人件費支出 172,800 円 

      ・児童検尿     6 月 13 日、10 月 3 日 

８．職員研修 

外部研修の多くがオンラインで行われるものが多く、園内研修が中心となった。 

主な研修は以下のとおりである。 

日本保育学会（5/12）全私保高山大会 6/10,11,12  4 名 トップリーダーセミナー6/28,29 

1 名 くるみの木静岡ｾﾐﾅｰ 7/26.27 4 名、 保育三団体合同セミナー12/9,10 1 名、 

    その他 随時、園内研修、オンライン研修を行う。 



 

 

９．環境衛生検査 

  ・岐阜市学校薬剤師会による環境衛生検査実施 5 月 21 日(給食室)（水質）、7 月 15 日（環境衛

生）、11 月 19 日（給食室）、1 月 15 日（環境衛生）、2 月 18 日(給食室) 

   保健衛生支出 151,150 円 

  ・調理員 0-157 検便検査 月 2 回実施 ﾉﾛｳｲﾙｽ年 2 回実施    

10.加入保険 

  ・全私保連 保育園児団体傷害保険・保育園賠償責任保険加入 

11. 年間の行事 
   園の行事に参加することを通して、園生活に潤いや変化を与え、さらに新たな生活を広げるように

配慮し。また、地域の人々とのかかわりが持てる場となるように配慮した。 
          ４月  辞令交付（1 日）入園式・始業式（4 日）  
          ５月  救命講習（7,8 日）親子マルシェ（30 日）田んぼ遊び（27 日）採用試験（31 日） 
          ６月  0 歳児懇談（6 日）1 歳児懇談（9 日）2 歳児懇談（10 日）3 歳児参観・懇談（18,19,20

日） 4 歳児懇談（25,26,27 日） 
     ７月 学生見学会（5 日）くろの de マルシェ（7 日）年長懇談（2,3,4 日） 
          ８月  夏祭り（8 日）アンバイエ（4.6,26,27,28 日）  
          ９月  採用試験（6 日）園内研修（2 日）親子マルシェ（25）総合避難訓練（19 日） 
        １０月  3 歳児ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（8 日)4 歳児ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（9 日) 5 歳児ｷｯｽﾞﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（10 日) 

モリノス遊び 金華山登山（31 日） 
        １１月  公開保育（7 日）岐北中交流会（13,14,20,21,28 日）年長懇談(19,21)  
        １２月  もちつき（5 日）くろの de マルシェ（19 日）親子ふれあいDay（23・24・25 日） 
          １月  公開保育（27 日） 
          ２月  節分（3 日）交通安全教室（6 日）新入児健診（14 日） 
          ３月  親子マルシェ（5 日）観劇（9 日）遠足 （10,11,12 日）卒園式（26 日） 

          毎月  誕生会・避難訓練  
                6 月より不審者避難訓練（隔月） 

 

  

 

 

 

４．子育て支援センター事業 

黒野こども園では、地域子育て支援事業の一環として、1994年から地域子育て支援センターを開設してき

た。昨年に引き続き近隣地域のみならず、他地域からの利用者もみられ広範囲の方々からの利用も実感した。   

そこには時代の背景が色濃く関係していてSNSやインターネットの利便性を活かし、何か催しがある施設を探

しては遊びに行くという方がほとんどである。 利用者同士のコミュニティに相互関係が見られ、当園を始め児

童館や地域のクラブに参加する方同士が、それぞれ利用している施設の情報交換、育児相談など、スタッフも

間に入り、楽しそうに話をする姿が見られた。 

  利用者の半数近くは、0歳の頃から利用し始め１年、2年と通っているという方で継続的な催しや、そこでの親

子との関わりが定着してきたと実感できるようになってきた。 

  親子教室や各年齢別セミナーでは、日々、家庭で24時間子どもと過ごしながら家事や育児に頑張る女性だ

が、その多くは諸外国と比べるとそれに対する感謝の言葉を受ける機会が久しく少ない実態がある。初回では、

遊びを通し、お互いの自己紹介を行い、思いを伝え合える機会を作ること、最終回には、親子のリクエスト曲を



 

 

もと、ミニリトミックを行ったあと、フリートークで今の困り度を交流し、参加者全体でとれも暖かい時間を共有する

ことができた。また本来の一番の目的である親子のふれあいを中心とした遊びを通しても、お子さんの成長はも

ちろん、知らなかった一面に気付けお子さんの魅力を改めて感じられたという意見も聞けた。 

 当支援センターの親子教室や交流プログラムなど、複数またいで利用されている方が多く、母親同士の交流

があり、会話の内容も子育てや地域の子育て支援施設の情報共有などがあり、地域のコミュニティ作りの一環と

して狙いを持ち一年間取り組んできた事が形になってきていることを嬉しく感じる。 

今後もこのようなつながりが広がる環境作りに励んでいきたい。  

 

 
【目 的】 

地域の子育て機能の充実を図り、子育ての不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援する。 

親自身のエンパワメント」と「子育ての社会化」という２つの視点で、利用者支援と地域連携を一体的に
展開する。 

①子育て親子の交流の場の促進 

②子育て等に関する相談、援助の実施 

③地域の子育て関連情報の提供 

④子育て及び子育て支援に関する講習等 

【開設日程・時間】 
 
支援室開放 

月～金 ９:００～１２:００ /１３:００～１６：００（１２：００～１３:００は支援室換気、消毒の為休室） 

土・日・祝日または黒野こども園行事の期間は休業 

園庭開放 

月～金 ９:００～１２:００ /１３:００～１5：００ 

土 ９：00～１３：００ 

日・祝日または黒野こども園行事の期間は休業 

貸出絵本 

月～金 １０:００～１６:００ 

親子教室 

親子教室A～F（３コース・各１０組・３回継続） 

交流プログラム 

月～金 １０:３０～１１:００/１４：００～１４：３０ 

子育て相談 

面接・電話・Emal・LINE相談 月～金１０：００～１６：００ 



 

 

ゆずりは利用状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．令和 7年度一時預かり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．令和 7年度職員体制 

   

職名 人数 職名 人数 

園長 1 看護師 1 

副園長 1 調理員 4 

主幹保育教諭 2 運転手 1 

指導保育教諭 2 保育助手 3 

保育教諭 59 事務員 2 

指導講師 1 合計 79 

栄養士 2 ※産休・育休者含む   

  

  その他嘱託医  岐阜市安食  福富医院医師 

                岐阜市黒野  西村歯科医院医師 

７．保育時間 

１号保育時間 午前 9時 00分～午後 3時 00分 

月 支援センター 親子教室 セミナー
４月 228 11
５月 261 15 8
６月 325 14 6
７月 377 6 6
８月 232 7 5
９月 327 12 7
１０月 306 7 5
１１月 234 5 4
１２月 237 0 8
１月 205 5 4
２月 224 4 8
３月 196 20 11

計 3,152 95 83

月 延べ 未満児人員 以上児人員 利用料 給食費 計
4月 10 10 14,900 3,000 17,900
5月 2 2 4,480 720 5,200
6月 1 1 2,240 360 2,600
7月 21 19 2 38,080 7,080 45,160
8月 15 13 2 24,640 5,280 29,920
9月 12 12 26,880 3,600 30,480
10月 35 27 8 72,400 11,340 83,740
11月 31 31 69,440 12,840 82,280
12月 19 19 42,560 6,840 49,400
1月 11 11 24,640 3,960 28,600
2月 15 15 31,360 5,040 36,400
3月 13 13 29,120 4,680 33,800
計 185 161 24 380,740 64,740 445,480



 

 

    保育短時間   午前 8時 30分～午後 4時 30分 

    保育標準時間  午前 7時 00分～午後 6時 00分 

  延長保育   午後 6時 00分～午後 7時 00分 

 

８．保育施設 

      園  舎    別添図面のとおり 

      備  品    運用財産に記載のとおり 

 

９.法人の運営 

 

第１回理事会 

期   日  令和 7年 6月 9日 

    時   間  午後 13時 30分から 14時 25分 

場   所  黒野こども園職員室 

出席理事  ４名 監事 ２名 

議 題   
第１号議案  令和 6年度事業報告について 
第２号議案  令和 6年度決算報告について 
第３号議案 任期満了に伴う役員改選について 
第４号議案 令和 7年度第 1次補正予算（案）承認について 
第５号議案 令和 7年度第１回定時評議員会開催について 
第６号議案 その他 
 

連絡事項  理事長職務執行状況報告 

 

第１回定時評議員会 

期 日  令和 7年 6月 24日 
    時 間  午後 5時 00 分～5時 48分 

場 所  黒野こども園 

      出席評議員 7 名 

評議員会議案 
    第１号議案  令和 6年度事業報告について 
    第２号議案  令和 6年度計算書類及び財産目録承認について 
    第３号議案  理事及び監事の選任について 
    第４号議案  令和 7年度第１次補正予算（案）承認について 
 

第 2回理事会  

期  日  令和 7年 6月２４日 

       時  間  午後 19時 30分から 19時 46分 

場  所  黒野こども園職員室 

出席理事  ６名 監事 ２名 

       議 題   
第１号議案  理事長選任について 

 
第 3回理事会 書面決議  

（第３回理事会招集の結果、出席者が過半数に達しないと確定したため） 
      期 日  令和８年 ３月９日付発出 

            決議があったとみなす日 令和 8年 3月 18日 

  議 題   
第１号議案  令和７年度第２回補正予算案について 
第２号議案  経理規程の改正について 



 

 

第３号議案  就業規則関連の改正について 

第４号議案 令和 8年度事業計画案について 

第５号議案 令和 8年度予算案について 

第６号議案 評議員会招集について 

 

第２回評議員会 

期 日  令和 8年３月３１日（月）午後４時３０～５時 2分 

場 所 黒野こども園職員室から Zoomによる会議 

 https://us04web.zoom.us/j/8571042306?pwd=DoGTfUe1t9yQoUSJr2L9T4clPEjIbp.1&omn=79440414695    

 ミーティング ID: 8571042306 

パスコード:  kurono 

 
出席評議員  7名 

欠席評議員  １名 

議  題   

第１号議案 令和 7年度第 2次補正予算案承認について 

第２号議案 経理規程の改正 

第３号議案 令和 8年度事業計画案承認について 

第４号議案 令和 8年度予算案承認について 

 

決算 

    別途決算書の通り 

https://us04web.zoom.us/j/8571042306?pwd=DoGTfUe1t9yQoUSJr2L9T4clPEjIbp.1&omn=79440414695

